
（定義変更指標・厚労省提出指標）
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Outcome

Structure

  指標の意義
・�糖尿病患者の血糖値のコントロール状態を示す指標で、より高い値が望ましい。これを達成するためには食事療法や

運動療法の指導と適切な薬物療法の実施が必要であり、これらを改善することによって診療の質向上を目指す。

  指標の計算式、分母・分子の解釈

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 最終検査値の HbA1c が＜ 7.0％

分母 半年間で 90 日以上、血糖降下剤またはインスリンが投与された
患者数。インスリンは１回30日分でカウントする。（近接診含む）

収集
期間 年 2 回（6 月・12 月）

調整
方法

  考察
最小値24.97　25％値39.72　中央値46.45　75％値53.57　最大値70.01　
回答病院　53　(対象91病院、回答率58.2％、外れ値；3病院)

　2016年から分母を「半年間で90日以上」何らかの薬剤治療を受けている患者数に変更しました。この抽出に手間が
かかるためか、2015年に報告のあった60病院のうち14病院から今回は報告がなく、一方7病院が新しく報告してい
ます。食事・運動療法のみの患者が除外されるためコントロール数値は低下すると考えられますが、2015-16年とも
報告のあった42病院中40病院で数値が低下、しかし4病院は上昇していました。

　�参考：聖路加病院のQI-2015では65.0％（1873/2883；2014年度）の数値を公表。分母定義が「過去1年間に該当
治療薬が外来で合計90日以上処方」と若干異なっています。なお、日本病院会のQI報告書には毎年「施設毎の分母の
サイズとコントロール率は相関がみられず」とありますが、民医連53病院の統計でも相関は認められませんでした

（相関係数；0.023259）。

  改善事例
・�ＱＩニュースの資料で「改善ストーリーの紹介」を行った。測定結果と関連資料は別途関係部署へ情報提供。「補足調

査」として「補足調査速報①（主治医別）」「補足調査速報②（患者構成）」の調査続行中。
・�糖尿病管理委員会にて報告し現状把握。当院には糖尿病コントロール不良の患者が多く、改善を図るような診療体系

にしている。

糖尿病の患者の血糖コントロール35
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